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	大　項　目
	【Ｗｅｂ全般】

	小　項　目
	Ｗｅｂページ発信（著作権）

	タイトル
	みんなで守ろう、著作権

	主な対象
	中学校

	ね　ら　い
	著作物を使用するにあたっては、著作者の許可が必要であることを理解させる。

	作成の意図
	　自分でＷｅｂページ（サイト）やブログを制作し公開する中学生が増えてきているが、その中には、「著作権」についての意識が低く、自分のＷｅｂページに他人の著作物を無断で使用している生徒や、音楽等の著作物を違法サイトから入手するなどして利用している生徒もいる。
　そこで、このコンテンツを利用して、著作権を尊重させるとともに、情報発信に際しては、許可の得られていない他人の著作物を使用しないようにさせたい。

	指導内容
	　著作物には「著作権」があり、わたしたちはそれを尊重しなければならないこと

	展　開
	①　導入として、下記のような質問を行う。
　　「最近、『著作権侵害』といった言葉を新聞やテレビで聞きますが、みんなは『著作権』という言葉を知っていますか？」

②　配付資料１を配り、「著作権」について説明する。
○　著作権とは、絵や文章、音楽等(表現したもの)を制作した人（著作者）がそれを利用して利益を受けることのできる権利をいう。（その保護の範囲や対象は、著作権法によって規定されている。）
· 友だちといえども、他人のつくったもの（著作物）を、著作者の許可を得ずに使うことはよくない。

· 芸能人の写真や歌など、営業に関係する著作物については特に配慮が必要で、違法サイトなどを利用してはいけない。
③　配付資料２を配り、自作のホームページ例をもとに「著作権の侵害」にあたると思われるところを見付けさせ、発表させる。
· アニメのキャラクターを使用しているが、許可をとっているのだろうか。

· 芸能人の歌を無料で配信しているのはいけないのではないか。

· 友人の作品でも、何か目的を持って使用する時には許可をとる必要がある。
④　まとめとして次のことがらを確認する。
· 著作物には「著作権」があるので、使用するためには、著作者の許可を得る必要がある。
· 日常生活においても、自他の利益のために、著作権は尊重されなければならない。


配付資料１





配付資料２








